
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

学習の目標とまとめを明確にした授業改善に
取り組んだことにより、学習内容の定着が図
られ、国語A・B及び算数Ａ・Ｂで、前年度と比
較して、全国の平均正答率との差が縮まった
と考えられる。

算数の指導として、家庭学習の課題（宿題）を
積極的に与えたことにより、算数Ａの「量と測
定」、「図形」で、全国及び全道を、「数と計算」
で、全道を上回るとともに、算数Bの「数と計
算」で、全道を上回ったと考えられる。

国語A・Ｂでは、前年度と比較して、全国の平均正
答率との差が縮まっている。

「チャレンジDay」を設定し、全国学力・学習状況調査及び標準学力検査を全学年一斉実施

■浦河町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：4、児童数：99名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

「授業で扱うノートには、学習の目標とまとめを書
いていたと思う」と回答した児童の割合が、全国を
上回っている。

学校質問紙

児童質問紙

○

○

国語Ａでは、「書くこと」で、全道を上回っている。

算数A・Ｂでは、前年度と比較して、全国の平均正
答率との差が縮まっている。

○ 算数Ａでは、「量と測定」「図形」で、全国を、「数と
計算」で、全道を上回っており、Ｂでは、「数と計算」
で、全道を上回っている。

【浦河町の学力向上策】

すべての学校が、「算数の指導として、家庭学習
の課題（宿題）を与えた」と回答している。

タブレットの導入による児童の学習意欲の向上と基礎基本の確実な定着
国語・算数ドリルの全児童への配付による朝学習・放課後学習・家庭学習の充実
学力向上に成果の見られた地域の視察及び外部講師の招聘による先進的な取組の普及啓発◎

◎
◎

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

浦河町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

83.8 

59.5 

67.4 

10.1 

22.7 

20.5 

4.0 

11.8 

8.4 

2.0 

5.9 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浦河町

全道

全国

授業で扱うノートには、学習の目標とまとめを書いていたと思い

ますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0 

84.2 

87.7 

14.8 

11.9 

0.6 

0.2 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

浦河町

全道

全国

算数の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

- 216 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

○ 「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
ると思う」と回答した生徒の割合が、全国及び全道
を上回っている。

「チャレンジDay」を設定し、全国学力・学習状況調査及び標準学力検査を全学年一斉実施

国語Ａ・Ｂでは、前年度と比較して、全国の平均正
答率との差が縮まっている。

○ 国語Ａでは、「読むこと」「伝統的な言語文化と国語
の特質に関する事項」で、全国とほぼ同様になっ
ている。

数学Ａ・Ｂでは、前年度と比較して、全国の平均正
答率との差が縮まっている。

数学Ａ・Ｂでは、「関数」で、全国とほぼ同様になっ
ている。

○

■浦河町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：3、生徒数：100名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

基礎的・基本的な事項を定着させる授業や、
朝学習・放課後学習・家庭学習等の補充的な
学習に取り組んだことにより、「先生は、授業
やテストで間違えたところや、理解していない
ところについて、分かるまで教えてくれる」と回
答した生徒の割合が、全国及び全道を上回っ
たと考えられる。

学習規律の維持の徹底に取り組んだことによ
り、日常の授業改善が図られ、国語Ａ・Ｂ及び
数学Ａ・Ｂにおいて、全国の平均正答率との
差が縮まったと考えられる。

生徒質問紙

○

○

○

○

教　　　科

学力向上に成果の見られた地域の視察及び外部講師の招聘による先進的な取組の普及啓発◎
◎
◎

学校質問紙

【浦河町の学力向上策】

すべての学校が、「学習規律の維持の徹底に取り
組んだ」と回答している。

タブレットの導入による生徒の学習意欲の向上と基礎基本の確実な定着
国語・数学ドリルの全生徒への配付による朝学習・放課後学習・家庭学習の充実

◎
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